
2022年度
進路保護者説明会

2022（令和４）年 ５月 １０日（火）

藤沢市立御所見中学校



１．進路選択にあたって
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進路指導の基本方針

「自分はどのように生きるのか、何をするのか」を

ようサポートしていく。

どんな生活を
してるのかなぁ？

どんなことを
身につけなければ
いけないのかな？

どんな仕事をしよう？

“自分で考え、自分で決める”
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１．進路選択にあたって

（１）将来を見通した生き方を考える中で進路を考える。

（２）しっかりとした目的意識をもって進路選択を行う。

（３）自分の適性を伸ばすことのできる進路選択決定ができる

ようにする。

（４）身体上のこと、通勤・通学の距離や時間なども十分に

考慮する。

（５）学校案内、会社案内などの情報を得る。
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１．進路選択にあたって

（６）不正確な情報に惑わされないように注意する。

納得するまで担任などと相談する。

（７）書類等の提出期日はしっかり守ってください。

（８）学習面と生活面ともに前向きな努力を継続する。

（９）進路決定に関しては、保護者と本人が十分に話し合い、

結論を出すようにお願いします。
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２．進路指導委員会
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進路指導委員会

【組織】

校長 、教頭 、教務主任

進路指導主任 、各学年主任 、３年所属職員

･･･一人ひとりの進路希望について、学習成績や

個性など、多方向から総合的に検討します。
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部活の様子は
どう？

どこを希望
しているの？

授業の様子は
どう？

○○に
行きたい！

各クラス 進路指導委員会

・・・

進路の決定は、

本人
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３．進路決定までの流れとお願い
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・入試制度を理解し、将来の希望について考えます。

・就職や進学について、どのようなところがあるかを知
ります。

・自己理解を深め、自分自身の適性を知ります。

4～7月

（１）1年間の見通し
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・進路の希望を実現するため、弱点を克服し
学力の向上を図ります。

・職場や学校の情報を集め（体験教室や説明会等
への参加）、自分の進路に生かします。

4～7月 8～12月

（１）1年間の見通し
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1～3月4～7月 8～12月

（１）1年間の見通し

入学試験
就職試験
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①高等学校

・私立高校（推薦・専願・併願）は

12月の三者面談で決めます。

・公立高校は冬休み明けには決めます。

（出願後、志願変更制度あり）

（２） 進路決定の時期
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②特別支援学校・養護学校・

インクルーシブ教育実践校

（２） 進路決定の時期

・6月中に希望調査があるため、希望がある

場合（迷っていることも含めて）は、担任に

伝えておく必要があります。
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○いろいろな公立高校
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知的障がいのある生徒が高校で学ぶ機会を広げながら、みんなで
一緒に過ごすなかで、お互いのことをわかり合い、共に成長して
いくことを目標にしている学校

インクルーシブ教育実践推進校



③専修・各種学校・サポート校

・体験入学を実施します。秋口から受付

が開始され、募集期間が終了しなくても、

定員を満たすと、その段階で締め切る学

校が多いです。

（２） 進路決定の時期
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④就職

・１０～１１月頃にハローワークへ行き、

職員と就職相談を行い、希望する会社を

決定していきます。入社試験は、例年

1月上旬頃より始まります。

（２） 進路決定の時期
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①本人と保護者でよく話し合う

②情報収集

③基本的な生活習慣をつける

④学力アップ

（３） 進路決定に際して、保護者の皆様へのお願い
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４．進路の選択肢
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（１）就職
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縁故

公共職業安定所



（２）専修学校
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実践的な職業教育、専門的な技術研修ができる学校

工業分野 教育・社会
福祉分野

服飾・
家政分野

商業実務
分野

衛生分野



22

専

修

学

校

専門学校（専門課程）

高等専修学校（高等課程）

一般課程

入学資格

高等学校卒業者
３年制の高等専修学校卒業者

中学校卒業者

特になし



（３）高等専門学校
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全国に57校
（国立51、公立３、私立３）

実践的創造的技術者の育成
を目指す学校



５年制
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卒業＝短大卒

大学（３年生）に
編入できる

国立高専には
寮がある

神奈川県にはない

最寄りは町田市
『サレジオ高等専修学校』



（４）技能連携校・サポート校
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通う日数を選べる：週１～週５

通信制高等学校

･･･課題を提出して単位を取得

『通信制高等学校』と連携

サポートしてくれる

･･･その人にあったペースで学習できる

⇒ 高等学校卒業資格



（５）私立高等学校
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大学に繋がっている

例：共学・男子校・女子校

○各学校に特徴がある

国際教養コース、保育コース など



○基準がある
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加点できる場合がある

例：５科の合計が○点以上

満たさない
＝受験資格がない

２年９科○点以上、さらに３年９科○点以上
学校説明会に参加している

３年間無遅刻・無欠席
例：英検○級以上取得

○○部の部長を務めた

（５）私立高等学校
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○コース

○学科

○課程

普通科・単位制普通科
・専門学科・総合学科 など

一般コース、個性化コース など

全日制・定時制・通信制

（６）公立高等学校
横浜市立・川崎市立
学区がある
→市外の生徒は
定員の８％以内

（一部例外あり）



○いろいろな公立高校
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これまで、力を発揮できなかった生徒に対して、これま
で以上に学習意欲を高める取り組みを行う学校

クリエイティブスクール

午前部と午後部に分かれる定時制（１日４時間で４年間）

フロンティアスクール（多部制定時制）

知的障がいのある生徒が高校で学ぶ機会を広げながら、みんなで
一緒に過ごすなかで、お互いのことをわかり合い、共に成長して
いくことを目標にしている学校

インクルーシブ教育実践推進校



５．私立高等学校
入学者選抜について
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○受験の種類

推薦受験 ･･･校長推薦、スポーツ推薦

スポーツ推薦で
入学して欲しい！

高校の先生 中学校

併願受験

オープン受験

専願受験

･･･受ける学校は
１校だけ



○私立決定に向けて
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② 10月面談

行く可能性のあるところ全部（10月中）
①見学に行く

名前を残してくる

成績をもって個別相談（相手の名前を確認）

選択肢を絞る

必ず『学校見学報告書』を提出

成績が上がったらA高校、変わらなかったらB高校･･･

できれば願書を購入！
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⑤高校と教育相談

私立決定（12月上旬）

③進路用の成績がでる（11月中旬）
高校見学（最終）

正式に受験資格を確認する

④ 12月面談

成績をもとに、受験する私立高校を正式に決定

変更不可



６．公立高等学校
入学者選抜について
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○受検の機会

共通選抜
受検日：２／１４～１６
発表 ：２／２８

定通分割選抜

受検日：３／１０～１３

･･･全日制・定時制・通信制

･･･定時制・通信制

たくさん
合格！

空いて
ない！



○検査の方法
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評定（内申点） 学力検査 面接

評定 学力検査 面接

評定 学力検査 面接

＋ ＋ ＝1,000

特色



＜共通選抜＞

募集人員

選考方法

《募集人数を２４０名とした場合》

調査書は考慮
しません。

2回試験があるわけではありません。

１次選考 ２次選考

定員の90％ 定員の10％

調査書＋学力検査＋面接 学力検査
＋面接

37



＜共通選抜＞

〇調査書

①学習の記録（２・３年）

【内申点の計算方法】
（２年９科合計）＋（３年９科合計）×２

②行動の記録
係、委員会、取得検定、大会出場記録など

面接でアピール
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＜共通選抜＞

〇学力検査

・国社数理英の５科目

・各教科 １００点、５０分
５００点満点
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＜共通選抜＞

〇面接

・志望理由

・教科等の学習活動に対する意欲

・教科以外の活動に対する意欲

・自分自身のよいところ

・将来の展望 など
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＜共通選抜＞

〇特色検査

・自己表現検査

・・・資料を活用した記述、作文、グループ討議
など

・実技検査

・・・デッサン、英問英答、スポーツ種目、演奏
など
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＜定通分割選抜＞

〇学力検査

・英国数の３科目

・各教科 ５０点、３０分

・マークシート式＋記述式

・通信制は作文のみ

〇面接・特色
・募集要項を参考にしてください
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７．進路関係の年間予定
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６
月

５
月

７
月

・三者面談

８
月

・学校見学会、説明会、体験入学等への参加

2022年度 進路指導年間計画

・第１回進路希望調査

・学校見学会･説明会･体験入学等への参加

・第１回進路説明会（本日）
・第１回実力テスト
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拡大すると・・・
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10
月

11
月

９
月

・ハローワークでの職業相談(求人一覧表)

・第２回進路希望調査

・三者面談
・進路ガイダンス（面接練習）

⇒ 進路用成績確定・中間テスト

・第２回進路説明会

・受検用写真撮影

・第３回進路希望調査
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１
月

２
月

・私立校一般入試

・私立校推薦入試

・公立校共通選抜 検査2/1４～16
発表2/28

・公立受検校決定

12
月

・三者面談 ⇒ 私立校決定

・第３回実力テスト

・志願確認書提出
・第２回実力テスト
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８．進路に関する補助について
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私立高等学校等学費支援制度
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高等学校等就学支援金
（国：給付）

学費補助金
（県：給付） 神奈川県高校生等奨学給付金

（県：給付）
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高等学校等就学支援金（公立） （県：給付）

＜対象＞
県民税所得割額と市民税所得割額の合計が、３０４,２００円未満の世帯

＜内容＞
全日制･･･月額９,０００円（年額１１８,８００円）
定時制･･･月額２,７００円（年額 ３２,４００円）
通信制･･･１単位 ３３６円

神奈川県奨学金 （県：貸付）

＜対象＞
県民税所得割額と市民税所得割額の合計が５０７,０００円未満。県内在住世帯。

＜内容＞
新入生･･･国公立：月額１～３万円 私立：月額１～５万円 （期間：１年間）
2年生以上･･･上限が１万円減額

＊返済：無利息 卒業6ヶ月後より貸付期間の4倍以内の期間
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公立高校入学検定料等減免制度

＜対象＞
①生活保護を受けている方。
②経済的理由で支払いが困難な方

(課税証明書等での審査があります)
＊免除申請手続きは個人が受検高に行き、手続きします。

似鳥国際奨学財団

交通遺児育英会奨学制度

神奈川県高校生等奨学給付金（国公立高等学校等）
など
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